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１．はじめに　先行研究と問題の所在
（１）先行研究の検討
①自尊感情に関する研究
　ひとのキャリア形成を検討するにあたって、自
尊感情の影響は、しばしば重要視されている。そ
れは、自尊感情が、どこかに適応したり、意欲を
抱いたり、行動したり、いやそもそも生き続けた
りといった、ひとの活動のありとあらゆる面に影
響するからであろう。
　自尊感情に関しては、そもそも自尊感情とは
何か、という点から議論がつきない。古典をひ
もとけば、心理学者ジェームズ（James, W.）の
いう self-esteem は、「『成功（success）』÷『欲
求・願望（pretensions）』」で表されるもの、と
される（cf. James, 1890）。こうした願望の達
成度に着目するのとは異なり、ローゼンバー
グ（Rosenberg, M.）は、very good ではなく、
good enough という感覚こそが、本来の自尊感
情である、と主張する（cf. Rosenberg, 1965）。
すなわち、今の自分で十分に良い、という感覚こ
そが自尊感情だ、とローゼンバーグは考える。こ
の考えに基づいてつくられた自尊感情尺度は、現
在に至るまで、最もよく使われる自尊感情尺度と
して、社会に認知されている。
　近年の日本の自尊感情研究においても、ローゼ
ンバーグの主張に原則としてしたがったうえで、
尺度をより日本文化に即す形に修正したり、自尊
感情とは何かを表そうとする動きが主流である。
例えば臨床心理士の近藤は、自尊感情とは「『自
分は生きていてよいのだ』『自分の存在には何の
不安もない』といった思い」（近藤 , 2010, p.2）だ、
という。また、臨床心理士の高垣は、「『あるがま
ま』の自分を受容し、自分を信頼する心」（高垣 , 
2015, p.35）が自尊感情だという。さらには、こ
うした諸研究を整理したうえで、中間は、「自分
自身を自ら価値あるものとして感じること」（中
間 , 2016, p.10）だ、と指摘する。
　こうした諸研究を概観して共通に導き出せるの
は、自尊感情とはすなわち、自分自身について自
分自身が感じる、受容的・肯定的な存在感覚であ
る、ということだ。そしてさらにいうと、受容的・
肯定的な中でも、特にそのひとの能力や努力と
いったパフォーマンス（doing）に対してではな
く、能力も努力も不十分でもありえる存在（being）
に対する感覚だ、ということである。
②自尊感情をめぐる学校の取り組み
　自尊感情が高いことは、様々な面でプラスの効
果をもつとされている。例えば自尊感情の高さと
意欲との間に見られる正の相関。自尊感情と学力
との間に見られる正の相関。自尊感情が高いとい
うことは、基本的には当人の精神的健康につなが
るだけでなく、社会的に高いパフォーマンスを発
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揮することにもつながっている、とされているの
である。
　こうした効果に関する膨大な研究の成果が功を
奏し、近年は学校教育においても、自尊感情を高
めようという動きが見られる。例えば平成 19年
以降実施されている「全国学力・学習状況調査」
の調査領域の一つに、「自尊感情」が設定されて
いる 1）ことも、その一端であろう。つまり、教
育施策を確定する重要な観点として、子どもたち
の自尊感情の現状を把握し高めることが取り上げ
られている、といえる。行政施策のみならず、学
校教育における自尊感情の育成に関しては、教育
学、心理学、医学、人間学など、多様な研究領域
からの知見の蓄積がある2）。
（２）本稿の課題
　自尊感情を高めるために、学校現場ではしばし
ば、子ども同士で褒め合ったり、良い面を指摘し
あったりする実践がなされる。褒められることは
もちろん、他者の良い面を探すということもま
た、子どもたちの自尊感情を高めるのに作用する
のだ。
　しかしながら、様々な教育現場に接する中で筆
者は、「自尊感情が低い」というのとはまた異な
る課題を提示してくる子どもに出会うことがあ
る。例えば、褒めたり良い面を指摘したりと、自
尊感情を高めようとどれだけはたらきかけても、
そのはたらきかけそのものを拒否してしまう子ど
も。例えば、自分自身に対してネガティブな感情
を抱いたり、それを表明したりはしないものの、
いつも不安そうに見える子ども。こうした子ども
たちは、自尊感情に何らかの課題を抱えつつも、
「自尊感情が低い」という表現では汲みつくしえ
ない独特の様態を示している。
　前者の例については、大塚（2018）がこの課
題に取り組んでいる。大塚は、自尊感情を育む段
階に至っておらず、褒めたり、寄り添ったり、ど
のようなはたらきかけをしてもそれを拒んでしま
う子どもの在りようを、ハイデガー現象学の「可
能性」の観点から考察している。こうした子ども
たちは、他者からどのような行為が褒められるの
かがわからなかったり、褒められるとわかった行
為もどう実現するべきかがわからないために、可
能性を広げていくことができない。身近なおとな
が彼の可能性を時に肩代わりしつつ実現すること
で、子どもの可能性は広がり、それをとおして、
自尊感情が高まる契機が生じるのだ、という。大
塚のこの解明は、私たちが自尊感情と捉えている
事態のもっと礎に、自尊感情そのものを支える何
かがある、ということを明らかにしている。
　他方、後者の例では、当該の子どもは、おとな
からのはたらきかけを強く拒んだりするわけでは
ない。示された選択肢には素直に従うことができ、
その意味で、大塚が解明しているのとは背景や様
態が異なる、「自尊感情の低さという表現では汲
みつくしえない独特の様態」を示す子どもがいる、
といえる。
　では、こうした子どもたちはどのような様態に
あるのだろうか。こうした子どもたちに対して、
自尊感情を育む様々な実践が効果をもつために
は、周囲の者は何をすることができるのだろうか。
本稿は、この点について検討する。
（３）研究方法
　本稿では、筆者が 2年半にわたって関わってい
る、吉原君という高校生（仮名、事例開始時十代
後半、男性）の様子について、事例研究を行う。
この事例は、筆者が学習・キャリア支援ボランティ
アの一人として、吉原君の高校で活動（以下「活
動」と略）する中での、吉原君との対話に関する
ものである。この活動は、定時制高校の休み時間
に 90分ほど空き教室を借りて行うもので、勉強
や進路相談をしに来る生徒もいるが、多くの場合
は、トランプなどのカードゲームをして過ごして
いる。筆者はこの活動に、頻度の高い時期は週に
3，4回参加している。活動の際の生徒の様子はウェ
ブ上の業務日誌に書き込んでおり、本稿に記載す
る事例は、この業務日誌をもとに筆者が出来事を
詳しく記述しなおしたものである。
　本稿では、考察にあたって、人間の意識の構造
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を解明している現象学者、サルトル（Sartre, J. P.）
の意識論に依拠する。また、意識の変化に着目し
たときに、その変化を引きおこした一要因として
の生徒同士の対話について理解するために、中田
基昭とヴァルデンフェルス（Waldenfels, B.）と
の対話論を参照したい。
２.	 事例Ⅰ　自尊感情の俎上にのらな
い時期
（１）活動初期の吉原君の様子
　吉原君は、文字を読むことには困難がないが、
声として言葉を発する言語的コミュニケーション
には、かなり難が見受けられる。外国籍の母親と
の母子世帯で生活しており（日本人の父親とは幼
少期に離別）、日本語の習得がスムーズではなかっ
たのかもしれない、とも想像される。知的な遅れ
はなく、緘黙と診断されているわけでもなかった
が、高校 2年生の後半まで「先生も同級生も、誰
も彼の声を聞いたことがない」（担任教師談）と
いう生徒であった。
　担任教師に連れられて活動に参加した当初の吉
原君は、挨拶もできず、先生の背後に隠れてしま
うだけだった。その当時の吉原君の様子が、次の
場面からはわかる。
【反省会】Ｘ年 3月 22日〈2カ月〉3）
会議室でボランティア反省会をしていると、吉原
君の担任の先生が吉原君を連れてくる。廊下をう
ろうろしていたところに会ったのだ、と言う。「大
学生たち、いるから、せっかくだから挨拶したら」
とニコニコしながら背中を押す先生の背後から、
吉原君は少し顔をのぞかせ、教室内をのぞき込む
と、不安げに辺りを見渡す。腰が引けているが、
先生に肩をつかまれていて逃げ出せない。顔なじ
みのボランティアを見つけたのか、吉原君は、少
し目を見開いたあと、小さくぺこりとお辞儀をし
て、そのまま廊下に逃げ出した。
　このときの吉原君の様子からは、吉原君の不安
げで自信のない様子がうかがえる。また、先述し
たように、ほとんど誰とも話すことがなく、社会
性のとぼしさも感じられた。こうしたことからす
ると、吉原君は決して、いわゆる自尊感情の高い
状態だとはいえないだろう。
　しかし、ほぼ同じ時期の吉原君の次の様子から
は、吉原君の自尊感情が低い、とも言いきれない
ことがうかがえる。
【テスト】X年 5月 30日〈4カ月〉
テスト明けに活動が再開する。テストが終わって
晴れ晴れした顔をしていたり、点数を気にして騒
いでいる他の生徒たちとは違い、吉原君は、いつ
もと変わらない様子で静かに座っている。吉原君
の前に座って、顔を覗き込みながら、「テストど
うだった？」と尋ねると、吉原君は困惑したよう
に、「え…」と言う。「今回、何科目がテストだっ
たの？」と私がさらに尋ねると、吉原君は表情を
くもらせ、黙っている。「数学？　英語？」なお
も尋ねる私に、吉原君は、「さあ…」とつぶやく。
「え？　わからないの？　テスト？」と聞くと、
吉原君は小さくうなずいた。「えー！　それじゃ
あテスト受けられないじゃん。どうするの？」と
私は心底びっくりしてしまうが、吉原君はどこか
遠い目をして、「さあ」と答えるばかりだ。
　テストなど点数として表される評価は、自尊感
情を脅かしやすいものだが、吉原君の感情は、こ
うした評価に左右されることは全くないように見
える。特に、自分の試験科目を知らないというこ
とからすると、評価されることに対してタフネス
があるのではなく、評価そのものにまったく関心
がない、ということがうかがえる。そしてそのた
めか、吉原君は、テストの点数が悪くても、それ
を気にする様子もない。
　ローゼンバーグの自尊感情尺度の得点を当人に
たしかめることはできないため、吉原君の自尊感
情を、数量的に表すことはできない。しかし、上
の場面以外でも、「自分はまったくダメだ」とか、
「自分は役に立たない」とかいった発言が吉原君
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から出てきたことは、筆者の知るかぎり、一度も
ない。
　活動に参加する生徒の中には、自尊感情の低さ
をうかがわせる生徒が、少なくない。例えばリス
トカットを繰り返し、それを隠すために夏でも長
袖を着ている生徒。例えばダイエットと称して食
事を拒み痩せていってしまう生徒。家に戻れば家
族全員のための家事と仕事とを一手に担い、「お
母さんは私のこと大事じゃないから」と語る生徒。
たとえ自尊感情尺度で得点を計ることがなくて
も、言葉や行動で自分自身に対してネガティブに
対応することからは、こうした生徒たちの自尊感
情が低いこと、そしてその低さがこうした生徒た
ちの日常を生きづらいものにしていることが、う
かがえる。
　他方、そうした生徒の様子とは明らかに異なる
吉原君の自尊感情のいびつさは、奇妙な違和感を
筆者に残していた。
（２）自己感の不全
　なぜこのような不思議な状態が起きるのか、当
初は考えるすべがなかった。しかし、吉原君が少
しずつボランティアや周りの生徒たちとうちとけ
るようになる中で、吉原君のあり様が、より詳し
く呈示されるようになっていった。次の 3つの場
面は、吉原君の言葉が聞き取れるようになってき
た、活動参加から半年以上たった時期の様子であ
る。
【寒さがわからない】Ｘ年 10月 31日〈9カ月〉
ふらり、という感じで吉原君が教室に入ってくる。
外はかなり寒いのに、薄手の長袖Tシャツ1枚だ。
私は思わず、「え、寒そ！」と叫ぶ。「ね、今日、
寒いよね～」と、コートを着込んでいる他の高校
生やボランティアもうなずく。吉原君自身、寒そ
うに身をすくめ震えているので、「吉原君、寒く
ないの？」と尋ねると、吉原君は首をかしげて、「別
に…」と言う。「え～、すごいなあ、寒さに強い
んだね？」と言うと、それにも首をかしげている。
【普段自分が何をしているかわからない】Ｘ年 11
月 21日〈10カ月〉
私は吉原君に、「授業がないときは、何してるの？」
と尋ねる。吉原君は困ったようにぼんやりと虚
空をながめる。「図書室にいるの？」と尋ねても
首をかしげ、「うん…まあ、そういうときもある」
と言う。それからしばらくして、「よくわからない」
と、苦笑ぎみにつぶやく。
【好き嫌いがわからない】Ｘ年 11月 21日〈10カ月〉
「ミカンあるけど、食べる？」と尋ねると、吉原
君は小さく首を振る。「ミカン、苦手？」と言う
と、今度は体を小さく傾げ、「か、なあ…」とつ
ぶやいている。「食べ物、何が好き？」と尋ねると、
吉原君は、うーん…と考え込んでそのまま虚空を
眺める。そして、「わかんない」と言って、あい
まいに微笑むので、「え？　好きなものとか、苦
手なものとか、あるでしょう？　甘いのが好きと
か、辛いのが好きとか」と私は驚いて尋ねた。吉
原君は、唇に人差し指を当て、「う～ん…そうい
うの、よくわからない」と答える。
　上の 3つの場面から読み取れるのは、吉原君が、
自分自身についてほとんど何も語ることができな
い、ということである。先にも述べたように、筆
者の知る限り、吉原君には知的な障害などはない、
とされている。しかし、幼児でさえ、自分の気も
ちや願い、お腹が空いたとか寒いとかいった身体
感覚を訴えてくることがあるのに、吉原君は、自
分が普段何をして過ごしているのかも、今寒いか
どうかも、自分の食べ物の好悪さえも語れない。
特に、【寒さがわからない】の事例では、吉原君
の身体は寒さに震えているのであり、実際には寒
さが身体に影響をしていたはずである。にもかか
わらず、吉原君には、自分のそうした状態を感知
することができないのである。
　いびつなものとして筆者に映る吉原君の自尊感
情の背景は、こうした「自分自身への極度の無関
心」から考えることができるのではないだろうか。
そこで、本来ひとは自分に対してどのような関心
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を払っているのかを明らかにしている、サルトル
の意識論をひもとくことで、吉原君の陥っている
状態を、さらに明確にしてみたい。
（３）半透明の意識
　サルトルは、目の前にある煙草の本数を数えて
いる際の意識を例に、ひとがもつ二種類の意識を
記述する。数えている私は、煙草やその数をはっ
きりと認識している。他方、煙草の数を数えてい
る主体としての自分自身や、自分が今何をしてい
るのか、ということは、明確には意識していない。
すなわち、「私は、自分を、《数える者とは認識し
ていない》」（Sartre, 1943, p.19）4）。しかしながら、
もしも誰かに、あなたは何をしているのか、と尋
ねられたならば、私はすぐに、煙草を数えている、
と答えることができる。このとき私は、煙草を数
えているのが他ならぬ自分であるということを、
確認することなしに知っていることになる。ある
いは、私は、例えば 12本の煙草を数え終えたとき、
自分が 12本まで数えたことを、振り返って捉え
ることなしに、次の 13本目の煙草を数えること
が可能である。つまり、13本目の煙草を数える
その瞬間同時に、自分がさきほど 12本の煙草を
数えたということが、明確に認識されていないに
もかかわらず、私にはわかっていることになる。
　この例から明らかとなるように、サルトルは、
人間が何らかの行為をしているときに、常に、自
己自身や自分自身の行為に関する何らかの了解を
伴っていることを強調する。また、煙草を数える
という意識の機能と、自分自身や自分の行為に関
して何らかの了解を備えているという意識の機能
は、異なる次元の機能であることを指摘する。す
なわち、煙草を数える意識は煙草を明確に認識し
ているのに対し、自己自身について了解している
意識は、自己自身を明確な仕方で意識の対象とは
していないのである。対象としての自分自身を意
識するようなこうした不明確な意識を、サルトル
は、「非定立的な（non positionnel）意識」と呼ぶ。
　定立的な（positionnel）意識とは、対象を自分
と切り離して明確に立てている意識のことだ。煙
草を数えているときの私にとって、煙草は定立的
に意識されている。他方、非定立的な意識では、
･･･ について意識している意識の、「･･･ について
の（de）」ということが、いわば漠然としている。
なぜならば、対象としての自分と、意識の主体と
しての自分が、分かちがたくくっついているから
である。それゆえサルトルは、自己についての非
定立的な意識をいつも携えている意識は、「半透
明性（translucidité）」（ibid., p.26）を備えている、
という。意識が何かを明確に意識しているときに、
同時にそれとなく捉えられている自分自身。この
自分自身へと向けられた意識の「それとなく」と
いう副詞が、意識の半透明性という言葉で描かれ
ている。
（４）半透明の意識が機能しないこと
　自己（について）の半透明な意識は、例えば、
私たちがひとに褒められても瞬時に恥じらった
り、ときには相手の言葉を否定したりしてしまう
ことに影響している。一般的にいって、他者から
褒められることは、嬉しいことだろう。しかし嬉
しがっているときに私たちは、自分は今嬉しがっ
ているのだ、ということをも非定立的に捉えてい
る。そのため、「この程度のことで嬉しがるなん
て自分はおだてられやすいのではないか」とか、
「相手はお世辞で言っているかもしれないのに、
嬉しがっているなんて恥ずかしいではないか」と
いった思いが、無意識のうちに自分自身に襲って
くる。こうした思いがあるからこそ、私たちは、
例えば賞賛の言葉を、その妥当性や信頼性を吟味
したりするよりも前に、恥ずかしがったり拒んだ
りしてしまうのである。
　サルトルは明記していないが、半透明な意識
は、褒められれば素直に喜ぶ幼児などには機能し
ていない、と考えられる。自分についての半透明
な意識によって、恥ずかしさや悲しさ、怒りなど、
何らかの感情の動きが生じてくるのは、経験的に
言って、小学校中学年ぐらいからだ、と考えられる。
　そのような発達的視点を入れてみても、吉原君
は、自己についての半透明な意識を携えているは
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ずだ、と考えられる。しかしながら、（２）で述
べたように、吉原君は自分が普段何をしているの
かを答えることができない。それどころか、今自
分は寒いのかどうかや、自分はどんな味をおいし
いと思うのかといったことも答えられない。とす
ると、これは吉原君の記憶力の問題ではなく、半
透明の意識が十全に機能していないことに要因が
ある、と考えられる。
（５）自己肯定感と半透明の意識
　このように考えてみると、吉原君において自尊
感情がいびつな形でしか示されない理由が見えて
くる。
　1章で述べたように、自尊感情には膨大な先行
研究があり、この言葉をどう説明するかもまた膨
大な説があるが、ここでは、多くの説と共通した
記述をしている、高垣の「自尊感情」論に目を向
けよう5）。高垣は、自己肯定感を「自分が自分で
あって大丈夫」という感覚だ、と表現する（高垣 , 
2015）。つまり自己肯定感とは、あるがままの自
分で良いのだ、たとえ欠点があっても、周りに迷
惑をかけることがあっても、自分は存在する価値
があるのだという、無意識のレベルでの自分自身
への信頼感のことだ。それゆえ、自己肯定感が低
いとは、一般的には、あるがままの自分では大丈
夫ではないのだ、あるがままの自分は存在する価
値がないのだ、という無意識レベルの不安状態を
指す。
　しかしながら、自分は存在する価値がない、と
考えているひとにとって、自分という存在は、ネ
ガティブなものとしてではあるが、イメージの対
象になっている。例えば痩せたいと食事を拒む生
徒は、太っている（と本人には思えて仕方ない）
自分の体も、またその体を携えて生きている自分
自身も、決して許容できないネガティブなイメー
ジとして強く感じられている。
　他方、吉原君のような状態は、自分が存在する
価値があるかどうかを感じる以前の状態だ、と考
えられる。寒さや味覚といった身体感覚は、きわ
めて直接的な体験であり、もっとも確証をもって
理解できる体験である。少なくとも、その体験が
自分にとって起きているかどうかは、誰にも確認
することなく確証的に了解できる、と考えられる。
それが確証できないほど半透明な意識がはたらい
ていない以上、吉原君は、ネガティブな形でさえ、
自分自身をイメージし捉えることができない、と
いえる。
　つまりこのときの吉原君は、自尊感情を測る俎
上にさえのっていないのだ。
　たしかにこのとき、吉原君は、自己肯定感の低
さにさいなまれてつらいことはないのかもしれな
い。自分自身について感じ取れないのだから、自
分自身の満たされなさも感じることはないのかも
しれない。しかしそれは、自尊感情が十分に育ま
れているのとは異なる。たとえ結果として吉原君
がつらくなるとしても、自分自身について感じ取
れるように、何らかのはたらきかけをしていく必
要がある、と考えられる。
　では、どのようなはたらきかけをすることに意
味があるだろうか。このことを次に考えてみたい。
３.	 事例Ⅱ　自尊感情の俎上にのるまで
（１）自尊感情はいかにして育まれるか
　心理学の知見によれば、自尊感情の基盤は、乳
児期の母子一体関係を含む、幼少期までの安定
的な他者経験によって育まれるとされている（cf. 
高垣，2015；近藤，2010；中間，2016）。エリク
ソンのいう基本的信頼感にも重なるが、まだほと
んど何も返報することのできない 6）乳幼児期に、
親密な他者から全面的に受容されるという体験を
とおして、ひとは、自分が周囲から根本的に受容
されているのだ、という感覚を身につけていく。
　山竹はこうしたプロセスを、ありのままの私に
対する承認を得るという観点から、次のように述
べている。ありのままの自分を認めてもらうとい
うことは、「ある行為や知識・技能に対する承認
ではなく、存在そのものへの承認である」（山竹 , 
2011, p.61）。それは「ただ存在するだけで認めら
れることであり」、「承認を得るための条件は存在
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しない」（同所）。こうした承認は、まず、家族や
恋人、親友といった「愛と信頼の関係にある他者」、
すなわち「親和的他者」から与えられるため（同書 , 
p.60）、山竹はこうした承認を「親和的承認」（同書 , 
p.58）と呼ぶ。親和的承認とは、「『ありのままの
私』が無条件に受け入れられている、という実感
を伴う承認」（同所）である。
　とはいえ現実には、乳幼児を除けば、「存在そ
のものの承認と言っても、何もしなくても承認さ
れる、何をしても承認される」のではなく、実際
にひとが手にするのは、「『無条件の承認』」（同書
p.61）とはいえない。するとひとは、「『無条件の
承認』を手にすることはできなくなる」としても、
それでも例えば「親は子どもを叱っていても」、「子
どもの存在そのものを受け入れ、すでに承認して
いる」（同書 , p.64）のである。
　自尊感情と承認をめぐるこうした議論をふまえ
ると、以下のように述べることができる。乳幼児
期に十分な承認を得ることによって、ひとには自
尊感情が育まれる。成長と共に、承認を得るため
には徐々に条件付きになっていく側面もあるが、
しかし親和的他者はどのような状態であっても、
すでに存在に承認を与えているのであり、そのた
め自尊感情の基礎の部分は、基本的に損なわれる
ことがない。
（２）自分についての意識の明確化
　他方、吉原君のように、何らかの理由で自己に
ついての非定立的意識が十全にはたらいていない
場合、他者からの承認を、成長後に与えられ続け
ることには効果があるのだろうか。この点につい
て、事例をもとに検討したい。
　活動の 2年目に入ったころから、吉原君は表情
豊かになり、言葉も滑らかになっていった。活動
にも定期的に参加するようになり、他の高校生た
ちと会話することも増えていった。さらにまた吉
原君はアルバイトを始め、仕事には苦戦をしつつ
も、長期的に継続するようになった。次の場面は、
16カ月目の吉原君と筆者の会話である。
【いろんなこととかやってみたい】Ｘ＋ 1年 6月
19日〈16カ月〉
「どうしてバイトを始めたの？」と尋ねてみた。
吉原君は答えてくれないかなと思ったが、案外す
ぐに、「いや、なんか、いろんな経験、してみた
いから」と答えてくれる。「え？　そうなの？　
意外。吉原君って新しいことあんまり好きじゃな
いかと思ってた」と私が驚くと、「…うん、そう
なんだけど…」と吉原君は恥ずかしそうに口ごも
りながら笑う。「好きじゃないけど、でも、やっ
てみたいというか。いろんな所に行ってみたい。
仕事も、ひとと話すとか、もっといろんなことと
かやってみたい。」吉原君の口調が急に滑らかに
なり、私は驚きながらも、「そっか、実は好奇心
旺盛なんだね」とうなずく。
　自分の動機や性質や願いについて語っているこ
とからすると、吉原君はこの時点で、自分という
ものを思い浮かべることができるようになってい
る。つまり、自己についての半透明の意識が、は
たらいていることになる。
　それどころか、次の場面では吉原君は、自分は
ものごとをどのように記憶しているのか、という
自分の認識作用について、描き出そうとしている。
　
【神経衰弱】Ｘ＋ 1年 6月 19日〈16カ月〉
トランプで神経衰弱というゲームを終えた後、強
かった吉原君に、「神経衰弱、得意だね」、と言う
と、「なんとなく、ぼやーっと、ここら辺にある
気がする」と吉原君は言う。「考えたりしないで、
とにかく取る」と吉原君が言うので、「いや、そ
れができるのは、吉原君が得意だからだよ。私は、
左から三番目、とかがんばって覚えるもん」と言っ
た。吉原君はそう言われて、自分の取り方につい
てうーんと考えている。「なんか、頭で考えると、
わかんなくなる」、と吉原君はしばらくして言う。
　寒さや暑さといった直接的な感性的体験も、自
分がなぜアルバイトをするのかといった自分の意
志に関する理由も、明確に捉えることが容易なも
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のである。他方、記憶の仕方について語るという
ことは、自分が無意識のうちに行っている意識活
動を捉えることである。意識によって意識を捉え
るということは、まさに、半透明の意識が十全に
機能しているからこそできることだ、と考えられ
る。こうしたことから、吉原君の自分についての
意識が、この時期にはかなり明確になってきてい
ることがうかがえる。
　ではなぜ、このような変化が生じたのだろうか。
筆者が接するのは、吉原君の学校生活のごく一部
でしかなく、それ以外の時間で彼が何をしている
のかはわからない。そのため、こうした変化は、
筆者の知らない場面での出来事が要因になってい
ることは、もちろん考えられる。したがって、彼
の変化の理由は簡単には言えないだろうが、しか
しそれでも、吉原君が周りからはたらきかけられ
るという事態を検討することで、そのうちの一端
が見えてくるかもしれない。
　次の場面は、【いろんなこととかやってみたい】、
【神経衰弱】という先の 2つの事例と同時期のも
のである。
【UNOで攻撃】Ｘ＋ 1年 6月 12日〈16カ月〉
高校生とボランティア、かなりの大人数でUNO
をやることになった。大人数になっても、吉原君
の強さは際立っている。私は隣に座った吉原君か
ら、「draw2」や「draw4」の攻撃をされる。出
すときには横目で私を見ながらくすくす笑ってお
り、私が「ちょっと～、吉原く～ん」と怒って見
せると、肩をすくめながらも、笑っている。
　活動への参加が 15カ月を過ぎたころから、吉
原君はカードゲームなどで、他の生徒と積極的に
遊ぶようになった。当初は UNO もトランプの大
富豪もルールを知らなかったが、経験を少し積む
と、作戦を練るようになり、活動の誰よりも強く
なった。こうしたことからも、吉原君には知的な
障害がない、という医療的な見立ては正しく、吉
原君の言語的なコミュニケーションの困難は、知
的な能力の不足が原因ではない、と考えられる。
　さて、上記のゲーム場面で、吉原君は、筆者に
対して意図的な攻撃をしかけている。と同時に、
そのことによって、筆者から名前を呼ばれ、冗談
としての非難をこうむっている。この場面に限ら
ず、活動において筆者は、他愛のないおしゃべり
を続けながら、時間を共有してきた。そしてその
中で、吉原君に話しかけ続けてきた。
　現象学的に対話論を展開しているヴァルデン
フェルスによれば、相手に呼びかけることは、「聞
くこと、応答することへの準備を」その相手に「呼
び 起 こ す（hervorrufen）」（Waldenfels, 1971, 
S.261）。このことを踏まえて、中田基昭は、呼び
かけることは、相手を今自分が面と向かっている
現在へと呼び出し、「我にとって存在させる」（中
田 , 1997, p.185）ことである、という。
　先に述べたように、担任教師によれば吉原君は、
活動に参加する前、そして参加してしばらくの間、
他者の誰へも話しかけることがなく、また話しか
けられることもほとんどなかった。これが本当な
らば、中田の指摘に沿うと、当時の吉原君は、他
者を、自分自身にとって存在させることがないま
ま過ごしてきた、と想像される。実際吉原君は、
活動に 1年以上参加しても、毎週会うボランティ
アのほとんど誰も名前を覚えることができずにい
た。しかし、活動の中で「吉原君」と呼びかけら
れ続けることによって、吉原君は相手の言葉に耳
をすませ、吉原君なりに相手の呼びかけに応答し
ようと準備をしてきた、と考えられる。活動の当
初は、それが外に見える形にまで至ることはなか
なかなく、ひどく曖昧な自己意識しか備えていな
いように見受けられたが、吉原君の中では、小さ
な変化が少しずつ積み重なっていっていたのでは
ないだろうか。
　このように考えると、カードゲームをしたり、
他愛のないおしゃべりをしたりといった、一見無
為な時間を、他者と共に過ごし、そこで呼びかけ
合うことには、自分についての意識をたしかにす
る大きな作用がある、と考えられる。と同時に、
活動が 20カ月を過ぎるころには吉原君は、筆者
のことを「遠藤先生さん」と読んだり、大学生の
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ボランティアに自分独自のニックネームを付けた
りするなど、他者に対しても積極的な呼びかけを
行うようになっていった。吉原君の中で、他者と
の応答関係の蓄積があるところまで進むことによ
り、呼びかけることのできる他者が、吉原君の中
で、充実した存在として実感されるようになって
いったのではないか、と考えられる。
　
（３）自尊感情の俎上にのること
　ここに至って吉原君は、自分についての意識を
少しずつ明確にしていくことになった、つまり、
自尊感情の高低を測る俎上にのった（あるいはの
りつつある）、と考えられる。
　しかしこの時点での吉原君は、あくまで俎上に
のっただけであって、吉原君の自尊感情をめぐる
問題は、ここからスタートする、としか考えられ
ない。しかも、俎上にのることは、ポジティブな
体験になるだけとは限らない。実際に吉原君には、
自分についての半透明の意識が十全に機能するよ
うになり、ときに自分自身について明確に意識で
きるようになるにつれて、これまでにはなかった
さみしさもまた体験されるようになっていく。そ
のさみしさは、例えば次のような場面からうかが
える。
【名残惜しさ】Ｘ＋ 1年 6月 19日〈16カ月〉
活動が終わる時間が過ぎたが、吉原君は、手にし
ているトランプの端を触りながら、離そうとしな
い。仕方なく私は手を差し出した。吉原君は、素
直にトランプを渡してくれる。私はトランプを
ケースに戻して、「もう過ぎちゃったね、また今
度だ」、と切り上げるように言った。すると吉原
君は、じっと私の目を見てから、小さくうなずい
た。「じゃあ、バイバイ」立ち上がって私は別れ
を告げると、他のボランティアに合流しようと移
動した。すると、そんな私の後ろを吉原君もつい
てくる。その後、私たちが他の高校生と話してい
る間も、ずっと一緒にいる。帰り際「職員室まで
私たち行くけど、一緒に来る？」と日誌を振りな
がら声をかけてみると、「はい」と嬉しそうに笑い、
ひょこひょこと廊下を一緒に歩いていった。職員
室にファイルを持って行ったあとも、名残惜しそ
うに立っている。「これから何の授業？」「午後も
やってるよ」など話をして、名残惜しそうにして
くれる吉原君とはお別れを告げた。
　活動を終わらせようとする筆者に対して、抵抗
はしないものの、あからさまに消極的になったり、
別れの挨拶をした筆者のあとを黙ってついてきた
りと、吉原君は活動の中で他者と関わることに、
愛着を示している。このことからは、トランプを
返さねばならないこと、返せば今日の活動が終わ
ること、そしてそのような状況の中に今自分があ
るということといったもろもろの事情を、吉原君
が十分に理解していることがうかがえる。そして
そのことによって、吉原君には、さみしさや名残
惜しさが生まれていることも、見てとれる。すな
わち、活動を終わらせようとしている自分自身に
ついての半透明の意識がここではたらき、そのこ
とによって吉原君は、これまでには体験してこな
かった孤独感を覚えることにもなっている。
　さみしさを訴える吉原君のこうした様子は、時
間を経過するごとに強くなっていった。卒業を前
にする頃には、活動に参加できなくなることを悲
しみ、「もっと居たい」「卒業したらもう来てはダ
メなの？」と尋ねることも出てきた。
　こうしたことを考えると、困難を抱える子ども・
若者に対する支援は、必ずしも当人の幸福感とは
結びつかないといえる。つらくもさみしくもな
かった活動当初の方が、吉原君自身の幸福感とし
ては高かったのかもしれない。しかしながら、自
分自身についての意識が不足していれば、他者と
関わることも、自分の過去を思い出として大切に
することも、将来の自分を思い描き努力すること
も、何もできない。そうである以上、吉原君のキャ
リア形成のためにも、さみしくなること、孤独を
感じうることは、本来的な意味があった、と考え
られる。
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４．おわりに
　本稿では、一見すると自尊感情が低くないにも
かかわらず、自尊感情が低い子どもよりも根深い
ところで問題を抱えているある子どもの姿を取り
上げ、学校教育において重要とされる自尊感情の
育みが、一般的な枠組みでは可能にならない子ど
もについて検討した。そして、今回のケースでは、
自尊感情のさらに礎となる自己意識の機能の不十
分さが要因となっていることを考察した。さらに
は、こうした自尊感情の礎を育むとされる全面的
な承認が現実的には不可能な年齢にいたっている
今回のケースにおいては、会話の内容そのものに
意味があるというよりもむしろ、呼びかけ合って
いるという事実そのものに焦点化される、他愛の
ないおしゃべりが、全面的な承認に代わって、自
己意識を充実されるためにいささかの寄与をして
いることを明らかにした。
　いうまでもなく、これは今回のケースに限定さ
れた結果であり、自尊感情の俎上にのらない子ど
も・若者たちは、それぞれに多様な在り方をして
いるはずである。そのため、それぞれのケースに
おいて迫られる対応は異なっており、他愛のない
おしゃべりを中・長期的に続けるという取り組み
の効果を保証するものではない。
　ただ明らかになったのは、自尊感情の高低を測
る俎上にのらない子ども・若者がたしかにいるこ
と、そしてそうした子どもたちに、一般的な支援
をしたところでその効果は期待できないことであ
る。子どもたちの自尊感情を育むためには、改め
て、その礎となっている半透明の自己意識と自尊
感情との関係をつまびらかにしていくことが必要
であろう。このことは、筆者の今後の課題とした
い。
	 	 注
1） 調査領域の説明に関しては、以下を参照した。
http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/ 
gakuryoku-chousa/zenkoku/08020513/001/ 
005/004.htm （2018 年 9 月 17 日閲覧）
2） 教育雑誌における特集、望月・近藤・宮森（2016）、
中山・田中（2008）、ローレンス（2008）など
多数ある。
3） 以下、事例に関しては、吉原君が活動に参加し
始めてから、経過した時間を示す。
4） サルトルにおいては、「意識」と「認識」は明
確に区別される。意識はひとが何かを捉える根
本的な作用全般を指すのに対し、認識は、意識
の機能の一部で、明確に対象を捉えている時の
意識作用のみを指す。
5） 高垣は、self-esteem を直訳した「自尊感情」
ではなく「自己肯定感」という言葉を用いてい
る。一般的にこの 2 つの用語は同じものとして
扱われるが、高垣に言わせれば、少しずつ意味
が異なっているという。しかし本稿では、こう
した違いには言及せず、自尊感情と高垣の自己
肯定感は同じものとして扱う。
6） 言うまでもなく、乳幼児は直接的な仕方ではな
いが、いわゆる「天使の笑顔」と呼ばれるよう
な笑顔で育児するおとなに対して返報してい
る。しかしそれは本人の意思によるものではな
いので、ここでは、乳幼児は返報しない、とい
う記述を用いることにする。
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要旨
　本研究は、一見すると自尊感情が低くないにも
かかわらず、自尊感情が低い子どもよりも根深い
ところで問題を抱えているある少年の姿を取り上
げ、今日の学校教育において重要とされる自尊感
情の育みが、一般的な枠組みでは可能にならない
子どもについて、事例を検討している。
　本事例においては、当該の少年は、自尊感情の
高低を測る俎上にさえのっていない、といえる。
その要因として、自尊感情のさらに礎となる、非
定立的な意識（サルトル）という自己意識の機能
の不十分さが考えられる。自尊感情の礎を育むと
される全面的な承認は、乳幼児期までのおとなと
の関係でまず得られる、とされており、この少年
は、そうした承認が現実的には不可能な年齢にい
たっている。しかしこの少年は、会話の内容その
ものに意味があるというよりもうしろ、呼びかけ
合っているという事実そのものに焦点化される、
他愛のないおしゃべりを経ることによって、自己
意識を充実されていった可能性が考えられる。
　自尊感情の高低を測る俎上にさえのらない子ど
もがいること、そしてそうした子どもに対する支
援の一つとしての対話的支援の効果が明らかに
なった。
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ENDO Noyuri
A Dialog Support for an Adolescent student 
who can’t be on the Measured Stage of Self-esteem Scale
　In this paper the author takes up an 
adolescent student who apparently doesn’t 
have low self-esteem but has a deeper problem 
than those who shows low self-esteem. He 
can’t receive teachers’ common supports for 
increasing self-esteem which are thought 
important in today’s school education. She tries 
to elucidate his being way by this case study.
　In this case the student can’t be measured 
from the view point of self-esteem scale. 
Because his ”non positionnel consciousness” 
(Sarter) of himself which is a foundation of self- 
esteem doesn’t work enough. It is supposed 
that wholly approval and esteem which 
develops self-esteem should be acquired in a 
relationship between an adult and an infant. 
But he seems to have had few opportunities to 
get such approval and esteem in his babyhood 
stage. It means that he is already too older to 
gain them by such a way. However this paper 
shows that he could get them through a lot 
of easy and triﬂing dialog with volunteers. In 
such dialog people focus not on the contents 
but on the fact we are talking with. And she 
analysis that experience of dialog has aﬀect on 
him to fulﬁll his self-consciousness. 
　She cleared two points. The ﬁrst is that 
there are children who can’t be measured 
from the view point of self-esteem scale. The 
second is that dialog can function as a support 
for such a child. 
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